
今
年
１
月
に
総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

会
議
が
取
り
ま
と
め
た
「
研
究
力
強
化
・
若
手
研
究

者
支
援
総
合
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
で
は
、
産
業
界
へ
の
キ

ャ
リ
ア
パ
ス
拡
大
を
図
る
重
要
施
策
の
１
つ
と
し
て
、

「
博
士
課
程
学
生
の
長
期
有
給
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
単
位
化
・
選
択
必
修
化
の
促
進
」
が
位
置
付
け
ら

れ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
文
部
科
学
省
で
は
、
関
係

府
省（
内
閣
府
、
経
済
産
業
省
）の
協
力
の
も
と
、
大

学
院
段
階
に
お
け
る
「
ジ
ョ
ブ
型
研
究
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
」（
以
下
、
本
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）の
推
進

に
向
け
た
具
体
的
枠
組
み
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

本
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
よ
り
、
企
業
に
は
、
優
秀

な
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
し
て
、
研
究
開

発
の
加
速
や
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
つ
な

げ
る
効
果
や
、
採
用
・
雇
用
の
多
様
化
・
複
線
化
を

見
据
え
た
い
わ
ゆ
る
「
ジ
ョ
ブ
型
採
用
」
へ
の
円
滑

な
連
結
が
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
企

業
の
研
究
開
発
現
場
で
の
適
応
能
力
が
高
く
、
優
秀

な
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
産
業
技
術
力
の
強
化

に
資
す
る
取
り
組
み
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

ジ
ョ
ブ
型
研
究
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
概
要

本
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、「
研
究
遂
行
の
基
礎

的
な
素
養
・
能
力
を
持
っ
た
大
学
院
学
生
」
に
よ
る

「
研
究
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
に
か
か
る
提
案
で
あ

り
、
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

�
長
期
か
つ
有
給
で
、
企
業
の
ジ
ョ
ブ（
職
務
）に
挑

戦
・
実
践
す
る
。

�
大
学
院
の
正
規
課
程（
修
士
課
程
、
博
士
後
期
課

程
）の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
「
単
位
科
目
」
と
し

て
位
置
付
け
る
。
希
望
す
る
学
生
の
選
択
制（
選

択
必
修
科
目
）と
し
て
実
施
す
る
。

�
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
結
果（
学
生
情
報
）は
、
企

業
の
採
用
選
考
活
動
に
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
。

企
業
の
「
ジ
ョ
ブ
型
採
用
」
と
の
円
滑
な
連
結
を

図
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

�
本
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
教
育
目
的
で
行
わ
れ
る

も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
挑
戦
・
実
践
の
成
果
に
つ

い
て
は
、
企
業
側
も
適
切
に
評
価
し
、
採
用
選
考

活
動
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
背
景
や
具
体
的
な
取
り

組
み
内
容
に
つ
い
て
は
、
修
士
段
階
、
博
士
段
階
で

状
況
が
異
な
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
分
け
て
説
明
を
す

る
。

―
―

博
士
後
期
課
程

わ
が
国
の
研
究
力
強
化
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

論
文
の
量
・
質
に
つ
い
て
世
界
と
比
較
し
て
も
、
日

本
の
地
位
低
下
は
既
知
の
と
お
り
で
、
産
業
界
、
大

学
、
国
の
総
力
を
挙
げ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
科

学
技
術
・
学
術
政
策
研
究
所
の
調
査
で
は
、
高
度
研

究
人
材
活
用
度（
研
究
者
に
占
め
る
博
士
号
保
持
者

の
割
合
）に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
の
産
業
に
お
い
て

５
％
を
下
回
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
米
国
と
比
較

し
て
も
、
社
会
全
体
で
博
士
人
材
を
十
分
に
活
用
で

き
て
い
な
い
状
況
が
見
て
取
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況

を
改
善
し
、
わ
が
国
の
研
究
力
を
強
化
し
て
い
く
た

め
に
重
要
な
の
は
、
博
士
課
程
の
う
ち
に
、
学
生
が

森

晃
憲

も
り

あ
き
の
り

S
o
c
ie
ty
5
.0

時
代
の

産
学
共
同
教
育
と
産
業
技
術
力
強
化

―
―「
ジ
ョ
ブ
型
研
究
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
の
提
案
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
大
臣
官
房
審
議
官（
高
等
教
育
局
及
び
科
学
技
術
政
策
連
携
担
当
）
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企
業
に
お
け
る
研
究
開
発
活
動
の
「
体
験
の
共
有
」

を
進
め
る
、
企
業
と
大
学
院
の
パ
イ
プ
を
太
く
す
る

こ
と
と
考
え
る
。
そ
こ
で
博
士
後
期
課
程
に
お
い
て

は
、「
ジ
ョ
ブ
型
採
用
」
を
念
頭
に
置
き
、
例
え
ば
、

３
年
間
の
間
に
１
年
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
期
間
を

設
定
し
、
そ
の
間
に
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ（
概

ね
２
カ
月
以
上
）を
１
回
以
上
実
施
す
る
こ
と
を
提

案
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
す
で
に
博

士
課
程
教
育
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
卓
越
大

学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
実
績
が
あ
る
が
、
博
士

後
期
課
程
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
な
か
に
位
置
付
け

る
こ
と
で
、
大
学
院
教
育
の
充
実
・
実
質
化
を
組
織

的
に
図
る
も
の
と
な
る
。

―
―

修
士
課
程
・
博
士
前
期
課
程

修
士
課
程
・
博
士
前
期
課
程
で
は
、
就
職
・
採
用

活
動
の
早
期
化
・
長
期
化
に
よ
り
学
修
時
間
の
確
保

に
支
障
が
生
じ
て
お
り
、
学
生
が
研
究
活
動
の
基
礎

的
な
能
力
・
素
養
を
養
う
重
要
な
時
期
に
、
大
学
院

の
教
育
研
究
が
ま
ま
な
ら
な
い
と
い
う
状
況
が
憂
慮

さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
内
閣
府
の
調
査
で
は
、
大

学
院
２
年
次
の
３
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
約
８
割
の

学
生
が
、
就
職
・
採
用
活
動
に
よ
り
学
修
時
間
が
確

保
で
き
な
い
等
の
影
響
を
受
け
た
と
回
答
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
本
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
を
各
大
学
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
な
か

に
位
置
付
け
、
学
生
が
研
究
遂
行
の
基
礎
的
な
素

養
・
能
力
を
身
に
付
け
て
い
る
と
大
学
が
判
断
で
き

る
時
期
以
降
に
実
施
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
企
業

の
「
ジ
ョ
ブ
型
採
用
」
へ
と
円
滑
な
連
結
を
図
る
、

と
い
う
内
容
を
提
案
し
て
い
る
。
修
士
課
程
・
博
士

前
期
課
程
で
は
、
博
士
後
期
課
程
へ
の
進
学
も
視
野

に
入
れ
て
い
る
学
生
を
考
慮
し
て
、
博
士
後
期
課
程

の
長
期
有
給
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
連
結
す
る
こ
と

や
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
後
、
企
業
に
就
職
し
経
験

を
積
ん
だ
後
に
博
士
後
期
課
程
に
再
入
学
、
ま
た
は

社
会
人
学
生
と
し
て
博
士
後
期
課
程
に
在
籍
す
る
な

ど
の
選
択
も
あ
り
得
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

修
士
課
程
・
博
士
前
期
課
程
に
つ
い
て
は
、
大
学
の

正
規
課
程
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
な
か
で
、
ど
の
時

期
に
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
、
当
該
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
を
組
み
込
む
こ
と
が
、
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
、

研
究
力
強
化
の
観
点
か
ら
最
も
効
果
的
か
、
各
大
学

に
て
検
討
を
行
っ
た
う
え
で
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

順
次
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
進
め
方

現
在
、
企
業
、
業
界
団
体
お
よ
び
大
学
等
の
関
係

者
と
の
意
見
交
換
を
継
続
し
て
い
る
。
関
心
を
持
た

れ
た
企
業
に
お
い
て
は
、
ぜ
ひ
前
向
き
に
検
討
へ
の

参
画
を
お
願
い
し
た
い
。「
採
用
と
大
学
教
育
の
未

来
に
関
す
る
産
学
協
議
会
」
で
は
、
今
年
３
月
に
取

り
ま
と
め
ら
れ
た
報
告
書
に
お
い
て
、
協
議
会
の
ア

ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
と
し
て
、「
参
加
を
希
望
す
る

大
学
と
企
業
に
お
い
て
、
試
行
す
る
こ
と
で
合
意
し

た
」
と
し
て
お
り
、
今
後
、
連
携
し
て
取
り
組
み
具

体
化
の
検
討
を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
本
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施
に
よ
り
、
産
業
界
と
大
学
院

と
の
関
係
を
強
化
し
、
産
学
協
働
で
大
学
院
教
育
を

改
善
・
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
通
し
て
、
社
会
全
体
で

「
研
究
力
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
」
の
増
強
を
図
る

と
と
も
に
、
卒
後
通
年
採
用
等
の
本
格
化
を
見
据
え

た
い
わ
ゆ
る
「
ジ
ョ
ブ
型
採
用
」
へ
の
円
滑
な
移
行

を
後
押
し
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

図表１ ジョブ型研究インターンシップ【博士後期課程】

（注）上記イメージは、あくまで参考例。例えば、D2の間に長期インターンシップ
を行う場合。D1、D3でも設定可能

図表２ ジョブ型研究インターンシップ【修士課程】

（注）上記イメージは、あくまで参考例。各大学において、どの時期、どのような方
法で、ジョブ型研究インターンシップを行うことが効果的か、検討が必要

参考例 入学 修了

【博士後期課程】

「ジョブ型採用」を念頭に置いた、博士後期課程の「長期有給インターンシップ」。希望す
る学生の選択制（「選択必修科目」）。博士後期課程３年間の間に１年のインターンシップ
期間を設定し、その間に長期インターンシップ（例：概ね２カ月以上）を１回以上実施。
なお、博士論文審査終了後の学生、ポスドクに対して、同様のインターンシップの取り組

みを取り入れることも可能。
この取り組みでは、優秀な学生による質の高いインターンシップを実施することで、博士
課程学生の活躍の場拡大を図るため、例えば、以下の取り組みを検討。
�特別研究員（DC）の採用期間中でも、長期有給インターンシップが実施可能
�マッチング支援機関主催の「学生・企業懇談会」（仮称）を実施
（注）学生・企業懇談会：ジョブ型研究インターンシップを今後行う予定の学生、参画企業が参

加するイベント。大学の所在地域ごとに開催。学生は自らの研究内容を、企業はジョブ内容
等を紹介し、インターン先のマッチング円滑化に資する。

�ジョブ型研究インターンシップを行う予定の学生に対する研究奨励金
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D1
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参考例 入学
D修了就職M修了

D3
3月

【修士課程・博士前期課程】

「ジョブ型採用」を念頭に置いた「長期有給インターンシップ」。希望する学生の選択制
（「選択必修科目」）とし、長期インターンシップ（例：概ね２カ月以上）を１回以上実施。
実施時期については、学生が研究遂行の基礎的な素養・能力を身に付けている、と大学

（大学全体または研究科、専攻）が判断できる時期以降として、各大学の教育プログラムの
なかで決定。
この取り組みでは、優秀な学生による質の高いインターンシップを実施することで、就
職・採用活動の影響等に対し、大学院教育の実質化を図るため、例えば、以下の取り組みを
検討。

�マッチング支援機関主催の「学生・企業懇談会」（仮称）を実施
�ジョブ型研究インターンシップを行う予定の学生に対する研究奨励金
�例えば、博士後期課程への進学も視野に入れている学生を考慮して、博士後期課程の長
期有給インターンシップと連結することも可能。インターンシップ後、企業に就職し経験
を積んだ後に博士課程に再入学（リカレント）、または社会人学生として博士後期課程に
在籍、などの選択肢も可能。

社会人学生として在学または、企業で一定の
経験を積んだ上で再入学（リカレント）等

��
D3
4月��

D2
4月��

D1
10月

ｲﾝﾀーﾝｼｯプ期間

ｲﾝﾀーﾝ

D1
7月

ｲﾝﾀーﾝ

D1
4月

修論
審査

M2
4月

M1
4月イメージ

これからの大学教育と採用・インターンシップのあり方
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